






























































































































































































































































































































































元田, 中橋二相の如きは彼是苦情を言ひしに, 黨外大臣及び山本, 野田氏
等は快く辭表を出せしに依り, 床次, 元田, 中橋の如きは已むを得ず嫌々
ながら辭表を差出せりと云ふ。其陋劣眞に憐れむべきものあり。閣員の辭








































































第46議会時の政党別勢力は, 政友会282, 憲政会100, 革新倶楽部46, 庚

































































































で, 山本達雄, 野田卯太郎, 大岡育造, 岡崎邦輔, 元田肇の５長老を煩は








































































































ところが松野鶴平の計算では, 残る者110人, 出る者130人, 去就不明37
人となった。小泉は松野の計算は悲観的に過ぎ, 残る者150, 脱党者130く




































































































政 友 会 139 280 減141
政 友 本 党 140
憲 政 会 103 102 増１
革新倶楽部 43 43
庚申倶楽部 23 25 減２































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































政 友 会 190 159 31
民 政 党 219 166（憲政会） 53
新政倶楽部 26 26
実業同志会 8 9 ▼１














































お わ り に


























































12月に犬養内閣が成立するまでの13年間に, 首相は, 原, 高橋, 加藤（友),
山本, 清浦, 加藤（高), 若槻, 田中, 浜口, 若槻と９人, 延べ11代を数
える。もちろん首相在任期間の短いのは何もこの時期だけの特徴ではなく,
日本憲政史に通底する特徴である。このうち総選挙で敗れて退陣したのは
清浦奎吾だけである。原, 山本, 浜口はテロが原因で政権を失い, 両加藤
は在任中に病死し, 第一次若槻は, 枢密院による勅令案否決により, 田中
は満州某重大事件の処理で天皇の信頼を失って辞職する。そして高橋, 第
一次加藤高明および第二次若槻は閣内不一致により総辞職となった。















































は引用者の注であり, ( ) は原著者によるものである｡
また本稿で頻繁に引用される文献については初出のところで以下の略
記を示している。
(２) 大津淳一郎『大日本憲政史』第８巻, 復刻版, 原書房, 昭和45年, 474
ページ。以下『大日本憲政史』と略記する。
(３) 『大日本憲政史』493ページ。














































(26) 牧野良三編『中橋徳五郎』上巻, 大空社, 平成７年, 392ページ。




















(36) 菊池悟郎『立憲政友会史』第５巻, 立憲政友会史編纂部, 昭和８年,
108ページ。以下『立憲政友会史』第５巻と略記する。


























































(75) 奈良岡聰智『加藤高明と政党政治』山川出版社, 平成18年, 267ペー
ジ。以下『加藤高明と政党政治』と略記する。






























































(122) 三宅雪嶺『同時代史』第６巻, 岩波書店, 昭和29年, 19ページ。
(123) 井上光貞ほか編『日本歴史大系』第16巻「第１次世界大戦と政党内閣」
山川出版社, 平成９年, 273280ページ。
(124) 有竹修二『昭和経済側面史』河出書房, 昭和27年, 32ページ。
































大津淳一郎『大日本憲政史』第８巻, 復刻版, 原書房, 昭和45年。



































横山勝太郎監修『憲政会史』上・下巻, 復刻版, 原書房, 昭和60年。
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